
 
・牛乳は他の液体よりもクラウンを形成しやすい。 
・高い位置から落とすほどクラウンはできやすい 
 
 
 
 
 
 
 
・シャーレ内の液体の量が少ないほどクラウンが形
成されやすい 
※液体少なすぎるとクラウンができないため、最適
な量がある 

普通科102班　　　　 
ミルククラウンの形成に大きく関わる条件は何だ！？
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研究の動機 
CM などでよく見るミルククラウンは本当にできるの
か気になり、身近な自然現象について関心を持っ
たから。 
 

先行研究
ミルククラウンがどのように形成されるのかわかっ

た 

先行研究から変えること 

①実験の試行回数を増やす。 

②シャーレの水の深さを変える。 

 

必要な道具 
液体：水　牛乳　油　食塩水 
道具：ビーカー  スポイト　シャーレ 

仮説 
　・水滴を落とす高さとミルククラウンの大きさ(高さ)
は比例するのではないか。 
　・受ける水の粘性が低いとクラウンは形成されに
く　いのではないか。 
　・受ける水の量が多いほうが形成されやすいので
はないか。 

参考文献 
液体の跳ね上がりに関する研究（福岡県立香住丘高等学校）P7Y.pdf (tetsu-sience.lolitapunk.jp) 

 　　　　　　　 

研究の目的 
ミルククラウンの形成にかかわる要素を見つける。 

研究論文「クラウンはどうなっちょると？～2 年目の挑戦～」  

結果　↓液体の種類ごとの高さ別のクラウンの形成のされ方 

実験方法

高さ
(㎝)
粘性
(cP)↓

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

水
１

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
豆乳
1~1.5 × ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
牛乳
2~3 ○ ○ ○ ◎◎ ○ ○ ○ ○ ○
ヨー
グル
3~10

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

油
50 × × × × × × × × × ×

①水滴を滴下して水し
ぶきの様子を観察す
る 
②液体の種類を変え
る(水、牛乳、豆乳、飲
むヨーグルト、食用油) 

 

③液体を落とす高さを変える(10,20,30…100cm 
④受ける液体の量を変える(5,10,15ml)  
 

考察 

粘度が低すぎるとできないのは液体が力を受け
たときに形を変えて力が分散させてしまうから
で、逆に高いとできないのは力を伝えにくいから
ではないか。 
受ける液体が少ないとできやすかったのは液体
が落ちたときの垂直方向の力がシャーレの底に
あたって反作用しやすいからではないか。 
 

牛乳量 5ml 10ml 15ml
クラウン ◎ ○ ○
　できやすい　　　できにくい

http://tetsu-sience.lolitapunk.jp/rika/pdf2/P7Y.pdf
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/documents/85182/85182_20240115172141-1.pdf

